20200412レムナント教会1部
   超越の福音(Ⅰサムエル記20:1-4)
政治の世界ではこういう言葉があるそうです。「今日の友は明日の敵になり、今日の敵は明日の友となる」。つまり、その世界では利害関係によってコロコロ変わることができるという意味ではないでしょうか。このような利害関係にとらわれず、それを超えるような人間関係はないのでしょうか。つまり、そのような利害関係にとらわれない本当の意味での友情というものは存在しないものでしょうか。
今日の聖書の箇所には、ダビデとヨナタンの話が紹介されています。ヨナタンという人は、サウル王の息子です。そのヨナタンがダビデを見たときに、Ⅰサムエル18：1にはこのように記されています。「ダビデがサウルと語り終えたとき、ヨナタンの心はダビデの心に結びついた。ヨナタンは、自分と同じほどにダビデを愛した」。18：3には「ヨナタンは、自分と同じほどにダビデを愛したので、ダビデと契約を結んだ」。そして、19：1にも「サウルは、ダビデを殺すことを、息子ヨナタンや家来の全部に告げた。しかし、サウルの子ヨナタンはダビデを非常に愛していた」とあります。今日の20：4でも「あなたの言われることは、何でもあなたのためにしましょう」とあります。ヨナタンはダビデにそのような思いを持っていました。もちろんヨナタンが見たときに、ダビデに人間的な魅力というものもあったでしょう。しかし、単にそのような魅力のゆえにヨナタンがこういう思いを抱くようになったとは思いません。もちろんヨナタンも同じ神様を信じていたでしょうけれども、そのダビデが信じている神様、そして、ダビデの信仰とダビデが持っていた福音をヨナタンは見ていたので、ダビデにこのような思いを持つようになりました。その結果、国の王様の命令であり、しかも自分の血がつながっている父親のお願いであるのにも関わらず、それよりダビデを守る側に回っていたというのが18章～20章のお話です。もちろんその後もそのようなストーリーはずっと続くようになります。王様の命令なのです。父親のお願いなのです。しかし、それよりヨナタンは、ダビデの味方になること、そこに立つようになりました。なぜヨナタンはそのような選択をするようになったのでしょうか。福音はすべてを超越するものです。その福音に惚れていたので、その福音を見ていたからです。世の中はいろいろなものによって結ばれていて、いろいろなこだわりなどがあります。血のつながりを大事にして血縁関係によって結ばれ、また地縁、同じ出身である、故郷が一緒である、あるいは同じ学校を出たなど、学縁というようなものにつながる、結ばれているので、それに非常にこだわるものです。もちろんそれは社会を生きるために大切なものに間違いありません。それから、自分で選んでそうなったわけではありませんが、同じ民族になり、同じ国の国民であり、人種が一緒である、肌色が一緒ということで仲間意識を持って、それに非常にこだわるようになるのが常識なのです。それから、貧富の格差というものによって人に線引きをしたり、あるいは社会的な地位や肩書きのどうのこうの、階級が上なのか下なのかなどによっていろいろな線引きをするようになり、またそれにこだわって、それに囚われるようになるしかないというところが私たちが生きているこの世というところではないでしょうか。

しかし、福音はこのようなすべてのつながり、すべてのこだわりを超えるものです。それを超越と言います。聖書には、ガラテヤ3：28「奴隷も自由人もなく、男子も女子もありません。なぜなら、あなたがたはみな、キリスト・イエスにあって、一つだからです」とあります。人種や民族などを超越するものが福音なのです。Ⅰコリント7：22には「奴隷も、主にあって召された者は、主に属する自由人であり、同じように、自由人も、召された者はキリストに属する奴隷だからです」とあります。階級が上なのかどうか、身分がどうのこうのといろいろなこだわりがあるでしょうけれども、福音の中ではそういう線引きなどはありません。そのすべての利害関係を超越するものが福音というものなのです。言葉を変えますと、この世の価値、基準などに一切縛られることはありません。つい縛られないということを、無視するとか、必要じゃない、あるいは無関心と考える人がいますが、それは全く違います。無関心であることと、縛られないということとは一緒ではありません。まるで今コロナの脅威に皆が震えていますけれども、それに当たり前に気をつけて注意することと、不安に怯えることと一緒に考えてはいけません。同じ原理です。福音はすべての利害関係を超越して、世の価値、基準などに一切縛られることなどないものです。たとえ父親のお願いであっても福音が優先になるものです。それは家族関係を無視するといった常識はずれの話ではありません。けれども、それが福音というものなのです。そこに本当の意味での自由があり、そして、本当の意味での愛というものがそこに存在するということを覚えてください。
なぜ福音はこのようなすべての利害関係を超越しているのでしょうか。それは福音そのものが他の何かと比べることができない、また相対的に価値を決めることができない絶対的な価値であるからです。福音は絶対価値なのです。なぜ福音は絶対価値なのでしょうか。クリスチャンの私たちがこれに気づいて、このことを悟ってしっかりと握っていない限り、この世に希望はありません。私たち以外には誰も理解できないものなのです。福音は絶対価値です。ローマ3：23「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。福音というものは、誰でも解決することができない、どんなことでも、どういうものによっても解決することができない人の問題を解決するもの、それが福音なのです。だから、福音は絶対価値なのです。多くの人は、世の中では努力によって人の問題は改善されると思っています。努力を無視するわけではありませんが、しかし、努力によって人の問題は解決しません。お金によって人の問題を解決しようと、あるいは一生懸命、研究することによってより良い世界を作ろうとしていますが、研究によって人の問題が解決されるわけではありません。福音の他にはありません。それが福音なのです。それがキリスト教が語っている、それがクリスチャンの私たちが信じている福音というものです。聖書はこれっぽっちも迷わずに、ユダヤ人も異邦人もすべての人に福音は絶対的に必要なのだと言っています。人間がこのように、あのように違うから、誰かには福音が必要で、誰かには必要でないかのような認識は聖書のどこにもありません。だから、福音は人間のどうのこうのと関係なく、絶対的な価値になるわけです。教会の中でも時代が変われば福音の内容も変わるかのように主張する動きがあります。そういうことに振り回されてはいけません。時代がどう変わろうが、文化がいろいろ異なっていても、どのような文化の中でも、どのような時代でも福音の他に人生の答えはありません。それは変わらない真理です。だから、福音は絶対価値というものです。

人の問題の解決、それは単純な簡単な話ではありません。蛇の頭を踏み砕いて。蛇として表現されている悪魔、サタン、目に見えないすべての地球の不幸をもたらしていた今も生きて働いている悪魔の頭を踏み砕いて勝利すること、それが人の問題の解決です。そして、悪魔によって人は神様に罪を犯しました。その罪は絶対解決できません。その罪を完璧にきよめられること、それこそが人間の問題の解決です。そして、人は神様とともにおられる神のかたちに造られた霊的な存在です。ですから、人の問題の解決というのは、神を離れていた人間が、その神様とまた一緒になるインマヌエルということが人の問題の解決であり、人の幸せというものです。何が、誰が、このことができるのでしょうか。世界中でこれができる方法は、武器は、人間は、理論はどこにも存在しません。神様がこの人の問題を解決して、蛇の頭を踏み砕いて、罪をきよめられ、インマヌエルの祝福を与えようとしてキリストを私たちに約束して与えられました。だから、キリストだけが希望になり、キリストだけが人間の問題の解決になるわけです。キリストだけに救いがあります。キリストオンリーです。これを福音と言います。そして、幸いなことにそのキリストが実際に人間の体をとってこの世に来られ、十字架で身代わりとして死なれ、死の力を打ち破ってよみがえられて天に昇られ、万軍の主となられて今も歴史を動かしていらっしゃいます。イエス様なのです。イエスがそのキリストです」という告白が福音です。これは絶対的な価値なのです。何かと比べることができる、一緒に並べられるような理論ではありません。福音は絶対的価値なのです。ペテロが言いました。「主は生ける神の御子キリストです」と。それが福音というものなのです。
そういう意味で聖書にはこのように言われています。ピリピ2：10「それは、イエスの御名によって、天にあるもの、地にあるもの、地の下にあるもののすべてが、ひざをかがめ」。キリスト、福音は絶対価値です。世にあるすべてのこだわり、すべてのつながり、すべてのしきたり、すべての理論、すべての価値が、イエスの前で、キリストの前でひざをかがめるようになるしかありません。エペソ1：22「また、神は、いっさいのものをキリストの足の下に従わせ、いっさいのものの上に立つかしらであるキリストを、教会にお与えになりました」。これが福音、キリストが絶対価値だという表現です。このことが分かっていたパウロは、ピリピ3：8においてこのように告白をします。福音、キリストが絶対価値だということに気づいている者は自由人なのです。いっさいのものがキリストの足の下でひざをかがめ、なにものにも縛られることがない、そのすべてを超越するものなのです。「それどころか、私の主であるキリスト・イエスを知っていることのすばらしさのゆえに、いっさいのことを損と思っています。私はキリストのためにすべてのものを捨てて、それらをちりあくたと思っています。それは、私には、キリストを得、」。これが、福音は絶対価値だということに気づいていた信者の告白です。
ですから、すべてを超越して、親を大事にしないといけないし、他の人間関係や様々なつながりを大事にしないといけない、それは常識です。それを無視するわけではありません。しかし、それが福音に先立って、福音を隠して、福音を邪魔するようなものには絶対なってはいけないし、なれません。イエス様が弟子たちを召されるときにはいつもこのようにおっしゃっています。ルカ14：26-27、他の聖書にもいろいろ紹介されています。「わたしのもとに来て、自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、そのうえ自分のいのちまでも憎まない者は、わたしの弟子になることができません。自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしの弟子になることはできません」。これはどういう意味なのでしょうか。家族関係やすべての関係を全部無視しなさいという意味ではありません。福音はなにものにも縛られることのない、なにものにも邪魔されてはいけない、なにものにも足がすくわれてはいけない、超越のもの、絶対的な価値なのだと、それを教えていらっしゃる場面です。世の常識や世の中の価値基準などでは到底理解できないし、そのものさしで私たちの信仰を見たときには、この世から石を投げられるようになるものです。覚悟の上でイエス様に従わなければなりません。そして、この超越の福音、絶対価値を知るがゆえに、すべてを超えて従う、その福音の中にあって、初めてまことのいのちの疎通が生まれるようになります。ダビデとヨナタンのように、それはお互いにまことの自由人になったというあかしでしょう。今までの常識や、今までの倫理や、今までのしきたりや、今までの様々なこだわりなど、いっさいそれに囚われず、縛られることなく、自由人になり、クリスチャンは福音第一主義になるわけです。

改めて申し上げます。他の何かを無視するという意味ではありませんけれども、だからといって縛られることもありません。福音第一主義、ここからいのちの疎通というものが生まれます。その疎通は自分の思いや意見などを押し殺して、同じ神のみことばに耳を傾けて、神のみことばによる疎通が成り立つようになります。そして、そのみことばから発見できる同じ使命による疎通があります。同じ目標を持つようになります。人間は違う人間であっても同じ目標を持つようになります。これが疎通です。使徒信条の告白の中で、「信徒の交わりを信じます」とありますが、それはそういう意味なのです。ですから、職業が違う、例えば大学の教授やお店をやる人、専業主婦、いろいろな仕事があり、皆いろいろ異なるでしょう。また、住む地域も違うかもしれません。しかし、同じ目標なので、同じ献身の人生を送るようになり、そういう意味での疎通が生まれるようになります。私は、レムナントはぜひレムナントのときからそのような答えをしっかり握って社会に出ていただきたいなと願います。大学の教授になる人も、お医者さんになる人も、お店をやる人も、企業をやる人も、学校の教師をやる人もいろいろな人がいるでしょうけれども目標は同じなのです。この暗やみの地に光のイエスの福音を伝える福音宣教という同じ目標に向かって、その疎通ができるようにしましょう。フリーメイソンの上層部では集まるたびに、大統領、長官、大学教授、大手企業のCEO、芸術家などが集まって、皆同じ目標を唱えるそうです。「私たちはこの地球にサタンが支配する国が臨まれるそのときまで献身します」。職業は違っていても毎回集まるたびに同じ目標に向かって。皆、エリートなのです。なぜレムナントは、なぜクリスチャンは、そういう疎通ができないのでしょうか。すべてを疎通する福音の価値が分かっていないからではないでしょうか。福音は、皆さんの小さな頭、様々なことによって制限されるようなものではありません。そこから同じ祈りが生まれ、同じ祈りによる疎通が与えられるようになるでしょう。これこそが教会の理想の姿であり、そして、これこそが本物の友情というものです。何かの利害関係によってコロコロ変わるものではありません。まるでパウロとプリスカ夫婦の関係のように、パウロとローマの16章、コリントの手紙の後半に出ている人物との疎通、それこそがいのちの疎通です。誰も止められません。なにものによっても隔てることができません。ですから、このいのちの疎通によって暗やみの現場に神の国が臨まれ、暗やみの現場が変わるようになるわけです。いのちの疎通によって。私たちの教会が、また福音を持っている教会すべてがこのようないのちの疎通、まことの友情を持つ、そのようなものになることを心から祈っていきたいと願います。
皆さん、皆さんにとっていちばん大事なもの、皆さんにとっていちばん価値あるものはいったいどんなもの、何なのでしょうか。今日の神のみことばを黙想しつつ、この超越の福音、絶対価値の福音のゆえにそれを捨てることができるものとして位置を整理する、位置づけをしっかり整理することをお祈りしたいと思います。それが家族なのでしょうか。財産でしょうか。自分の才能、学歴なのでしょうか。健康でしょうか。人間関係なのでしょうか。何が皆さんにとっていちばん大事な価値あるものなのでしょうか。それをパウロのように福音のためにちりあくたと告白すること、その位置に整理しないといけません。それは改めて申し上げますが、必要じゃない、無視する、無関心という意味ではありません。家族を大事にしないといけません。しかし、それに縛られてはいけません。クリスチャンは目に見えるものでも見えないものでもどんなものでも縛られることなどはありません。死と罪の原理から解放してくださり、真理があなたがたを自由にしますと言われている者なのです。この地上を生きている者ですが、キリスト・イエスとともに天のところに座っているものなのです。次元が、レベルが違うものです。古いものは過ぎ去り、すべてが新しく造り変えられたのです。そういうときこそ正しい愛を示すことができるし、正しく聖霊の導きに預かることができるようになるわけです。超越の福音を味わうことによって、なにものにも縛られない、聖霊の導きによって神様が備えられた契約を全うしていく勝利の道を歩んでいただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日のメッセージを通して、心の中心から自分のいちばん大事なもの、いちばん気がかりになるもの、こだわっているもの、それがなんなのかを吟味して、福音の前でそれを捨てることができるものとしてしっかり位置づけを整理することができるように。それで超越の福音とともに福音宣教の勝利の人生を聖霊の導きによって全うすることができるようにひとりひとりを祝福してください。福音にある真理が与えられる自由を味わい、そして、まことの友情を味わいつつ、この地上にいますが、天国を味わいつつ残りの生涯を歩いていけるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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